
 

 

 

 

株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）では、「７７ＳＤＧｓ支援サービス」を通じ

て、株式会社佐藤金属（以下、「当社」といいます。）の「ＳＤＧｓ宣言書」の策定を

支援いたしましたので、下記のとおりお知らせします。 

当行は、持続可能な社会の実現に向け、地域金融機関として企業の「ＳＤＧｓ」への

取組みを支援してまいります。 

 

記 

 

企業名 所在地 事業内容 

株式会社佐藤金属 

（代表取締役 佐藤 克己） 

宮城県岩沼市下野郷字中

野馬場34－48 
卸売業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注．当社の「ＳＤＧｓ宣言書」については、別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社佐藤金属の「ＳＤＧｓ宣言書」の策定支援について 

News Release 2022年 2月 25日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 
  もっと、ずっと、地域と共に。 

（企業概要） 

当社は１９７３年設立以降、取引先から受託した使用済事業用電子機器・機械類を分

解・選別・加工して金属を中心とした再生資源を販売する事業を行ってまいりました。 

現在は金属資源再資源化の促進・精度向上（OA機器等に含まれる金属の抽出）に資

する設備を導入することで、都市鉱山に埋蔵される各種金属の循環に努めています。ま

た、子育て中の女性が働きやすい職場づくりのため、フレキシブルワークの導入や業務

のガイドライン化などを行っており、「ダイバーシティ経営１００選」に選出される

等、多様な人材が十分に活躍できる職場環境の整備にも取り組んでおります。 

 今後も金属資源の循環や環境、地域貢献を通して持続可能な地域社会の実現に貢献し

て参ります。 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国

際目標であり、17のゴールと、169のターゲットから構成されてい

ます。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 

～ もっと、ずっと、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する

取組みを更に強化するため、2021年10月に「ＳＤＧｓ実践計画」を

策定しました。 



取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取り組みの内容
関連が強い

SDGsゴール

人権・労働

ダイバーシティ

多様な人材が十分に活躍できる環境整備に取り組
んでおります。
・子育て中の女性が働きやすい職場づくりを実施
し、ダイバーシティ経営100選に選定

人材育成

役職員に適切な能力開発、教育訓練機会の提供に
積極的に取り組んでおります。
・各ポジションごとの技能習得のため有料社外講
習を積極的に活用

環境

廃棄物の管理
廃棄物の管理を適切に行い、削減に取り組んでお
ります。
・法令に基づいた適切な廃棄物の管理

３Rの推進

事業活動で発生する資源の再利用に取り組んでお
ります。
・金属資源再資源化を促進する破砕設備導入
・再資源化の精度向上のための各種設備導入

公正な

事業慣行・

組織体制

内部管理体制
組織体制
事業継続

事業の継続的な発展のために、経営理念の共有や
組織体制の整備、地域ぐるみで防災計画の策定な
どに取り組んでおります。
・経営理念に基づいた人事考課制度の明文化と、
それに基づく定期的な個別面談の実施
・ISO14001に準拠したマネジメントシステム
・DXの推進による事業の情報化
・危機管理マニュアルの策定と勉強会

製品・

サービス
社会課題解決への貢献

事業活動を通じて、都市鉱山に埋蔵される各種金
属の循環に貢献します。
・機械化・DXによる事業の生産性向上

地域貢献・

社会貢献

地域の防災減災
地域の防犯

地域の環境保全

地域に根差した企業として地域と一体になった取
り組みを実施しています。
・地域の企業団体の執行部として、自治体と地域
をつなぐ活動、地域の防犯・防災・美化活動

コミュニ

ケーション 情報開示

SDGｓ達成に向けた自社の取組を積極的に公表し、
持続可能な企業を目指します。
・ホームページなどによる情報開示の強化
・国内におけるSDGsに関する賞を受賞

七十七銀行のSDGs診断により「プラチナSDGs」のランクを取得しました。
当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

株式会社佐藤金属
2022年2月25日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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